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応用記述

AT01080 : XMEGA E 回路図検査表

Atmel AVR XMEGA E

要点

● 電源

● ﾘｾｯﾄ回路

● ｸﾛｯｸとｸﾘｽﾀﾙ用発振器

● PDI

● TWI

序説

この応用記述はAtmel® AVR® XMEGA E設計に対して回路図を開始して再検討する時に使
われるべき一般的な検査表を記述します。
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1. 電源

1.1. 電源接続

ﾃﾞﾊﾞｲｽの全ての電源ﾋﾟﾝはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ供給源に接続され
なければなりません。

VCC(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)とAVCC(ｱﾅﾛｸﾞ)の両方は同じﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ正
供給源に接続されなければならず、従って、それら両方が同
じ供給特性を共有します。同様に両接地ﾋﾟﾝは同じﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗ接地参照基準供給源に接続されなければなりません。

図1-1. 電源回路図
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表1-1. 電源検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

VCC

1.6～3.6V
雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)/濾波ｺﾝﾃﾞﾝｻ : 0.1µF(注1,2)と10µF(注1)
雑音分離/濾波ｲﾝﾀﾞｸﾀ : 10µF(注1,3)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ供給電圧

AVCC

1.6～3.6V
雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)/濾波ｺﾝﾃﾞﾝｻ : 0.1µF(注1,2)と10µF(注1)
ﾌｪﾗｲﾄ ﾋﾞｰｽﾞ(注4)はAVCCを妨害するVCC雑音を防ぎます。

ｱﾅﾛｸﾞ供給電圧

GND 接地

注1: これらの値は代表的な例(即ち、ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ:0.1µF,SMD 0402,X7R,16Vと10µF,SMD 1206,X5R,6.3V、ｺｲﾙ:10µH,1.2A)と
してだけ与えられます。

注2: 雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)ｺﾝﾃﾞﾝｻは信号群内の各供給ﾋﾟﾝ対に対してﾃﾞﾊﾞｲｽ間近に配置されるべきで、良好なﾃﾞｶｯﾌﾟのために低
ESR(等価直列抵抗)ｺﾝﾃﾞﾝｻが使われるべきです。

注3: 巻き線ｲﾝﾀﾞｸﾀは電力濾波のために外部電源とVCCの間に追加されるべきです。

注4: ﾌｪﾗｲﾄ ﾋﾞｰｽﾞは高い周波数で一般的なｲﾝﾀﾞｸﾀよりも良好な濾波性能を持ちます。これはｱﾅﾛｸﾞ電力に入って来ることからﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙ雑音を防ぐためにVCCとAVCCの間に追加することができます。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ電力をｱﾅﾛｸﾞ電力と分けるために、ﾌｪﾗｲﾄ ﾋﾞｰｽﾞ
は充分なｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ(例えば、20mHzで50Ω、100MHzで220Ω、即ち、村田のBLM15BB221SN1D)を提供すべきです。

1.2. 外部ｱﾅﾛｸﾞ参照基準接続

Atmel AVR XMEGA Eは内部参照基準または外部ｱﾅﾛｸﾞ参照基準(ﾎﾟｰﾄA
のAREFAまたはﾎﾟｰﾄDのAREFD)を使う1つのADCを意図します。

以下の回路検査表は設計が外部ｱﾅﾛｸﾞ参照基準を使う場合にだけ推奨さ
れます。内部参照基準が使われるなら、回路は不要です。

図1-2. 外部VREF回路図
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表1-2. 外部ｱﾅﾛｸﾞ参照基準検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

AREFA
A/D変換器用は1.0～AVCC-0.6V
雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)/濾波ｺﾝﾃﾞﾝｻ : 0.1µF(注1,2)と4.7µF(注1)

ﾎﾟｰﾄAのAREFﾋﾟﾝからの外部参照基準

AREFB
A/D変換器用は1.0～AVCC-0.6V
雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)/濾波ｺﾝﾃﾞﾝｻ : 0.1µF(注1,2)と4.7µF(注1)

ﾎﾟｰﾄBのAREFﾋﾟﾝからの外部参照基準

GND 接地

注1: これらの値は代表的な例としてだけ与えられます。

注2: 雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)ｺﾝﾃﾞﾝｻはﾃﾞﾊﾞｲｽ間近に配置されるべきです。
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2. 外部ﾘｾｯﾄ回路
外部ﾘｾｯﾄ回路は外部ﾘｾｯﾄ機能が使われる時にRESETﾋﾟﾝへ接続されます。

図2-1. 外部ﾘｾｯﾄ回路例回路図
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表2-1. ﾘｾｯﾄ回路検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

RESET
ﾘｾｯﾄLowﾚﾍﾞﾙ閾値電圧
VCC=2.7～3.6V : 0.45×VCC以下
VCC=1.6～2.7V : 0.42×VCC以下(VCC=2.7Vを含む)

ﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝ

注: ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾘｾｯﾄが予期せずLowにならないことを保証します。PDIのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが使われる時にﾘｾｯﾄ線がｸﾛｯｸとして使われます。ﾘｾｯﾄのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟは10kΩまた
はより弱く(高抵抗値)か、または取り去られるべきです。

ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗はｽｨｯﾁが押された時にRESETﾋﾟﾝを過電圧から防ぎます。

PDIのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが使われる場合に、どのﾘｾｯﾄ ｺﾝﾃﾞﾝｻも取り去られるべきで
す。他の外部ﾘｾｯﾄ元は切断されるべきです。

3. ｸﾛｯｸとｸﾘｽﾀﾙ用発振器

3.1. 外部ｸﾛｯｸ元

図3-1. 外部ｸﾛｯｸ元例回路図
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表3-1. 外部ｸﾛｯｸ元検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

XTAL1 XTAL1は外部ｸﾛｯｸ信号用の入力として使われます。 EXTCLK : ﾎﾟｰﾄRの1番ﾋﾟﾝでの外部ｸﾛｯｸ信号用入力

XTAL2 未接続のまま、または汎用入出力として使うことができます。 -

PC4 PC4は外部ｸﾛｯｸ信号用の入力として使われます。 EXTCLK : ﾎﾟｰﾄCの4番ﾋﾟﾝでの外部ｸﾛｯｸ信号用入力

3.2. ｸﾘｽﾀﾙ用発振器

図3-2. ｸﾘｽﾀﾙ用発振器例回路図
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表3-2. ｸﾘｽﾀﾙ用発振器検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

XTAL1 負荷容量 : 15pF(注1,2)
0.4～16MHz間の外部ｸﾘｽﾀﾙ

XTAL2 負荷容量 : 15pF(注1,2)

注1: これらの値は代表的な例としてだけ与えられます。使うｸﾘｽﾀﾙ用のｺﾝﾃﾞﾝｻ値を決める
にはｸﾘｽﾀﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照するか、または「AVR1003:XMEGA ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑの使い
方」応用記述を参照してください。

注2: 負荷容量はﾃﾞﾊﾞｲｽとｸﾘｽﾀﾙ ﾋﾟﾝの間近に配置されるべきです。

http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8072.pdf
http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8072.pdf
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3.3. 実時間発振器

低周波数ｸﾘｽﾀﾙ用発振器は時計用32.768kHzｸﾘｽﾀﾙでの使用に最適化されています。ｸﾘｽﾀﾙ選択時、負荷容量とｸﾘｽﾀﾙの等価直
列抵抗(ESR)が考慮されなければなりません。両方の値はｸﾘｽﾀﾙ供給元によって指定されます。

Atmel AVR XMEGA Eの発振器は非常に低い電力消費に最適化されており、従ってｸﾘｽﾀﾙを選ぶ時には9pFと12.5pF(負荷容量の)
ｸﾘｽﾀﾙでの最大推奨ESRに関する表3-3.をご覧ください。

低周波数ｸﾘｽﾀﾙ用発振器は代表的に3.0pFの内部負荷容量を提供します。推奨3.0pFの負荷容量を持つｸﾘｽﾀﾙは図3-3.で示される
ように外部ｺﾝﾃﾞﾝｻなしにすることができます。

3.0pFよりも高い負荷容量(CL)を指定するｸﾘｽﾀﾙは図3-4.で記述されるように適合した外部ｺﾝﾃﾞﾝｻを必要とします。

32.768kHzｸﾘｽﾀﾙに適合する負荷容量を見つけるには、ｸﾘｽﾀﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてください。

図3-3. 負荷容量なし実時間発振器

TOSC1

TOSC2

32.768kHz

図3-4. 負荷容量あり実時間発振器
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18pF
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表3-3. 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ最大推奨ESR

最大ESR (kΩ) (注)ｸﾘｽﾀﾙ負荷容量 (pF)

9.0 65

12.5 30

注: 最大ESRは特性付けに基く代表値です。

表3-4. 外部実時間発振器検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

TOSC1 負荷容量 : 18pF(注1,2) 計時器用発振器ﾋﾟﾝ1

TOSC2 負荷容量 : 18pF(注1,2) 計時器用発振器ﾋﾟﾝ2

注1: これらの値は代表的な例としてだけ与えられます。使うｸﾘｽﾀﾙ用のｺﾝﾃﾞﾝｻ値を決めるにはｸﾘｽﾀﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照するか、
または「AVR1003:XMEGA ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑの使い方」と「Atmel AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用32kHzｸﾘｽﾀﾙの選択と試験」の応用記述を
参照してください。

注2: 負荷容量はｸﾘｽﾀﾙ、GND、ﾃﾞﾊﾞｲｽの発振器ﾋﾟﾝの間近に配置されるべきです。

図4-1. PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ例回路図
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4. PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
図4-1.で示されるｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置はAtmel AVR JTAGICE3とAtmel AVR 
ONE!のようなAtmelﾂｰﾙと一致します。

表4-1. PDIﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

PDI_CLK

ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾘｾｯﾄが予期せずLowにならないことを保証します。PDIのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが使われる時にﾘｾｯﾄ線がｸﾛｯｸとして使われます。ﾘｾｯﾄのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟは10kΩま
たはより弱く(高抵抗値)か、または取り去られるべきです。

PDIのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが使われる場合に、どのﾘｾｯﾄ ｺﾝﾃﾞﾝｻも取り去られるべき
です。他の外部ﾘｾｯﾄ元は切断されるべきです。

PDIｸﾛｯｸ入力/ﾘｾｯﾄ ﾋﾟﾝ

PDI_DATA PDI_DATA:PDIﾃﾞｰﾀ入出力

http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8072.pdf
http://atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8333.pdf
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5. TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽのTWI単位部はI2CﾊﾞｽとSMBusの
電気的仕様とﾀｲﾐﾝｸﾞに従います。

2つの線はｵｰﾌﾟﾝ ｺﾚｸﾀ(ﾄﾞﾚｲﾝ)線(ﾜｲﾔｰﾄﾞAND)
で、ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗(Rp)はﾊﾞｽを駆動するのに必要と
される唯一の外部部品です。

図5-1. TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ例回路図
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表5-1. TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ検査表

推奨ﾋﾟﾝ接続 説明信号名

SCL

この線がｵｰﾌﾟﾝ ｺﾚｸﾀ(ﾄﾞﾚｲﾝ)線のため、TWIﾊﾞｽ接続形態でﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗は必須です。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ
抵抗(Rp)の値はSCL周波数に依存します( fSCL≦100kHz、fSCL≦400kHz、fSCL≦1MHz)。

正しい値の選択についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄの2線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ特性項を参照してください。

SCL直列ｸﾛｯｸ線

SDA

この線がｵｰﾌﾟﾝ ｺﾚｸﾀ(ﾄﾞﾚｲﾝ)線のため、TWIﾊﾞｽ接続形態でﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗は必須です。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ
抵抗(Rp)の値はSCL周波数に依存します( fSCL≦100kHz、fSCL≦400kHz、fSCL≦1MHz)。

正しい値の選択についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄの2線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ特性項を参照してください。

SDA直列ﾃﾞｰﾀ線

6. お勧めの読み物

6.1. ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと手引書

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと手引書はﾃﾞﾊﾞｲｽに関する周辺機能の構成図とﾌｧｰﾑｳｪｱ実装についての詳細を含みます。ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと手引書はhttp:// 
www.atmel.com/AVRのﾃﾞｰﾀｼｰﾄと手引書の部分で入手可能です。

7. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

42087A 2013年4月 初版文書公開

http://www.atmel.com/AVR
http://www.atmel.com/AVR
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